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 要  旨 
 近年、情報機器の高性能化、低価格化が進み、三次元表示された空間情報を以前より容易に処
理できるようになってきている。また、一般のユーザが高性能なパソコンを容易に手に入れやす
くなってきている。これらのことから、三次元デスクトップ環境が身近なものになってきたとい
える。パソコンなどの情報機器の表示や操作を二次元から三次元に拡張したより充実したインタ
フェース環境を本研究では三次元デスクトップとよぶ。三次元デスクトップの長所は従来の二次
元から三次元の表示へ拡張することにより、オブジェクトを画面の奥に表示できるため、扱える
情報が増えて情報の効率的な利用が可能になることである。それに対して、短所は奥行きが認知
しにくいため画面の奥にあるオブジェクトの操作性が低下することである。 
 近年、三次元に関する研究では 3 次元ディスプレイや 3 次元の操作デバイス、ソフトウェアに
関する研究がなされている。これらの研究に対して、本研究では多くのユーザが利用可能である
と考えられるデスクトップ環境を想定したマウスを用いた際の操作支援策について検討する。三
次元デスクトップにおける先行研究ではオブジェクトとターゲットの関係を複合感覚的に提示し
たり、視覚情報提示する取り組みがなされてきた。確かに、これらの試みは有効なものである。
しかし、現在多くのユーザが使用しているデバイスがマウスであることを考えると、マウスを用
いた際の支援策を検討する必要がある。マウスを用いて三次元デスクトップの操作性を向上させ
る研究もなされている。しかし、オブジェクトの背後に隠れたオブジェクトの探索、操作が本来
の目的である。そのため、通常の状態のオブジェクトをターゲットまで操作するための支援策を
考える必要がある。 
 そこで、本研究では三次元デスクトップにおけるマウスを用いた際のオブジェクトをターゲッ
トに操作するための操作支援策を提案し評価することを目的とした。そして、オブジェクトとタ
ーゲットの位置関係を直方体で表現し、オブジェクトがターゲットの xy 平面入力可能範囲または
z 軸入力可能範囲に入ったとき、そのことを直方体の色を黒に変化させることで表現し、オブジ
ェクトがターゲットの領域に入ったことをターゲットの色を変化させることで表現する支援策
と、選択されたオブジェクトがターゲットに近づいたとき、ターゲットを選択する一定距離選択
方式を提案し、実験を通してその有効性を明らかにした。これらの提案は三次元デスクトップの
操作性を向上させる上で有効な知見となるのではないかと考えられる。 
 
